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平成24年度向⼭緑地・⽴野川から始める地域学

武蔵野の自然が失われつつある中で、⽴野
川の源、向⼭緑地は今なお貴重な自然を
保持しています。しかしながら、まだまだその
存在は知られていません。
そのような隠れた名所、「向⼭緑地・⽴野
川」にスポットを当てて、連続3回の地域学
講座を昨年に引き続き開催いたしました。
（写真は向⼭緑地の北側からの眺め。写真
提供：自由学園）
昨年の講座の様子はhttp://
kuru2.genki365.net/gnkh03/pub/
sheet.php?id=79181に紹介していま
す。 

10⽉26⽇（⼟）
第⼀回は自由学園の杉原弘恭先
⽣、最⾼学部の学⽣さん、向⼭緑
地・⽴野川勉強会の皆様が向⼭緑
地を案内してくださいました。

「５万年ほど前の古多摩川の川筋で
あり崖線であった歴史的にも貴重な
景観です」という杉原先⽣の興味深
い解説もありました。

向⼭緑地から南沢氷川神社へ移動
です。栗原宮司が神社と地域の深い
つながりについてお話くださいました。
「古来より⽒神様を中⼼とした⽒子
同志の関係は、地域の⼈と⼈とのつ
ながりでもあり、祭りや神輿は地域の
⼈たちの楽しみでもありました。まちづ
くりの原点でもあります」

11⽉10⽇（⼟）
第⼆回は自由学園最⾼学部奈良
忠寿先⽣より⽴野川周辺の環境変
遷と先⼟器時代の暮らしについてご
講義いただきました。２万年前には
すでにこの地で⼈々が暮らしていたの
です！

11⽉24⽇（⼟）
第三回はJA東京みらい東久留⽶地
区女性部の皆様が朝からかけつけ
て、東久留⽶の郷⼟料理「煮だん
ご」（すいとん）を作ってくださいまし
た。

⾒てください！このおいしそうな煮だん
ごを！⼩⻨粉も野菜も東久留⽶産
です。

煮だんごを試⾷後に、⻨を主⾷とした
⾷⽣活や農作業についてJA女性部
の島崎幸子さん、海⽼沢喜美枝さ
ん、南沢で農家を営む篠宮善道さん
にお話いただきました。⻨が東久留⽶
の⾷⽂化にいかに重要な役割を果た
していたかが伝わってくる貴重なお話
でした。

最後に煮ぃだんご推進委員会の秋
⽥茂良さんとJA女性部の篠宮孝枝
さんが「農家の煮ぃだんご」を東久留
⽶のＢ級グルメとして広めましょうとお
話くださいました。おいしい煮だんごを
いただいた後では、大きくうなずくばか
りです！

本講座は向⼭緑地から始まり、⼩⻨
の⽂化へと至りました。今、東久留⽶
が発祥の柳久保⼩⻨も脚光を浴び
ています。
「昔から農作業は地域で協⼒して⾏
ってきた」というＪＡ女性部のお話が
印象的でした。「煮だんご」も東久留
⽶で協⼒して、全国へ広めていきた
いですね。（柳久保⼩⻨の写真提
供：島崎幸子さん）
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